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第 244回 上野公園の田中芳男像と安井誠一郎像 

                       筆者：林 久治（記載：2023年 8月 31 日） 

（１）前書き 

私（筆者の林）は Random Walks （乱歩）という題名で偏屈老人（林久治）の気侭
な紀行文のサイトを始めている。私の紀行文では、通常の紀行文にはない、斜め目
線からのご紹介を書くことに拘りたいと思います。通常の紀行文に関しては、既に
優れたサイトが沢山ありますので、それらをも引用しつつ、ユニークなご紹介 

を記載することに心掛ける所存です。 

一方、私は日本の銅像探偵団（１）のサイト/）の銅像探索に参加している。私は
珍しい銅像を探して、探偵団の団長さんに「ギャフン！」と仰っていただけること
を目標としている。ここで「珍しい」とは、「➀見つけ難い場所に隠れている有名
人の銅像。②市井で頑張って人生を過ごしたが、有名人ではない人物の銅像」と言
う意味である。私は自宅が東京にあり、孫達が大阪にいるので、主として東京近郊
と近畿地方で銅像探索を行っている。最近、私はネット記事を丹念に調査し、その
ような「スクープ銅像」の候補を多数見つけている。 

武漢肺炎による自粛生活で家に籠っていると、運動不足で体重が増加するし、精

神的にも圧迫を感じる。私の銅像探索は不要不急の活動ではなく、私の生存に必要

不可欠である。昨年の 7月は、第 7波と猛暑のため、私は銅像探索をしばらく自粛

していた。しかし、大阪在住の３人の孫達は夏休み前に感染したが軽症であった。

そこで、私は９月初旬に大阪に行き、近畿の銅像を探索した。東京に帰ってから

も、運動を兼ねて銅像探索を続けている。私の銅像探索記の全ては、２）のサイト

/fから閲覧出来ます。 

本年は７月に入り、日本各地は梅雨前線による豪雨が襲来したが、関東地方のみ

は太平洋高気圧が張り出して来て、猛暑となった。これは、エルニーニョ現象の影

響である。炎天下に銅像探索を行うと熱中症になる心配があるので、私は涼しくな

るまで銅像探索は当分休止することにした。 

7月 15日には少し涼しくなったので、自宅から近い西武所沢駅の駅前にある「ト

トロの像」を探索し、前回の記事/fにその探索記を書いた。今回のエルニーニョ現

象はこれまでで最高で、日本全土は現在まで酷暑が続いている。私は 7月 23日から

31日まで大阪に滞在していたが、近畿地方の銅像探索は実行出来なかった。 

私は、少し気温が下がった日があれば、空調の効いた博物館で銅像探索をしてみ

ようと狙っていた。8月 26日の東京の最高気温は 33℃との予報であったので、上野

の国立科学博物館に行って、田中芳男像を探索することとした。本像は、１）のサ

イト/には収録されていない。その途中に、安井誠一郎像があり、本像は１）のサイ

ト/には収録されているが、詳細情報を収集することとした。本稿は、上記２像の探

索記である。なお、本稿では私の意見などを青文字で、資料の内容などを緑文字で

記載する。 

  

（２）上野の国立科学博物館 

 次ページの図１に、JR上野駅と国立科学博物館の周辺地図を示す。 

https://douzou.guidebook.jp/
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/Ranpo.pdf
http://masaniwa.web.fc2.com/RW-243.pdf
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/
https://douzou.guidebook.jp/


2 

 

 

図１．JR上野駅と国立科学博物館の周辺地図、①：JR上野駅公園口、②：安井誠一

郎像、③：国立科学博物館の入口。 

 

 私は、JR上野駅公園口（図１の①）から上野公園に入り、東京文化会館前にある

安井誠一郎像（図１の②）の前を通り、国立科学博物館の入口（図１の③）まで行

った。安井像の紹介は後回しにして、先ずは国立科学博物館（以後は、本館と書

く）の銅像探索を記載する。ウィキペディアには、本館の略歴が次のように書かれ

ている。 

本館は 1872年、湯島聖堂内に博物館を設立したことに起源をもつ。創立は 1877年に教育

博物館が設置されたときとしている。その後、高等師範学校の附属となり、博物館として

は活動が停滞していた時期もある。大正時代に科学博物館設立の機運が高まったことを受

けて、1930年上野公園内に新館（現在「日本館」と呼ばれている建物、東京都台東区上野

公園 7‐20）が建てられ、その翌年には東京科学博物館と改称され、東京市の施設となっ

た。1949年には国に移管され、現在の国立科学博物館となる。 

 

②  

③  

①  
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（３）国立科学博物館の田中芳男像 

 本館の構内図を図２に示す。私は、「常設展入口」から本館庭園に入り、道なり

に「日本館」の地下１階に行くと、「常設展チケット売り場」があった。（なお、

休館日は毎週月曜日と年末年始である。）常設展の入場料は、一般・大学生は 650

円であったが、18歳未満と 65歳以上は無料であった。当日は猛暑にもかかわら

ず、親子連れやアベックで大盛況であった。 

 

 

図２．国立科学博物館の構内図、本図は、３）のサイト/lより借用。 

 

 私は 65歳以上なので、無料で入場することが出来た。日本館入口（図２の①）を

入って少し進むと、右側に「ミュージアム・ショップ」が、左側に「ラウンジ」が

あった。４）のサイト/によるよ、田中像は「ラウンジ奥」にあるので、私は「ラウ

ンジ」に入った。その入口（図２の②）の写真を次ページの図３上に示す。「ラウ

ンジ奥」（図２の③）には、１基の胸像が設置されていた。その写真を図３下に示

す。 

（本文は、５ページに続く。） 

③  ②  

①  

https://www.kahaku.go.jp/news/2016/gate_construction/index.html
https://ikiru-chikara.org/kahakunihon/
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図３．上：日本館の「ラウンジ入口」、下：「ラウンジ奥」に設置された１基の胸

像。 
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図４．左：田中芳男男爵の胸像、右：本像台座正面の題字。 

 

 図４右に、本像台座正面の題字を示す。それには「男爵田中芳男像」と螺鈿文字

であった。図４左に、田中芳男男爵の胸像を示す。本像の前には、本像の説明書が

あった。その写真を、次ページの図５に示す。本説明書の内容は、本像の概要欄に

記載する。 

 上記以外には、本像に関する資料は他になかった。従って、本像の制作者や除幕

式の時期などは不明であった。帰宅後、ネット検索を行うと、５）のサイト/fに除

幕式の期日が次のように書かれていた。 

国立科学博物館では、企画展「没後 100 年記念 田中芳男 ―日本の博物館を築いた男―」

の開催（平成 28 年 8 月 30 日(火)～平成 28 年 9 月 25 日(日)）に先立ち、下記のと

おり関係者・プレス内覧会を実施いたします。当日は、田中芳男胸像の除幕式及び担当研

究者による展示解説も行います。 

平成 28 年 8 月 29 日 14 時～15 時 30 分：田中芳男胸像除幕式 

https://www.kahaku.go.jp/procedure/press/pdf/150562.pdf
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図５．田中像の前に設置された本像の説明書 

 

 以上の資料などにより、田中像の概要は次の通りである。 

田中芳男胸像 

設置場所：東京都台東区上野公園 7-20 国立科学博物館日本館 B1ラウンジ内 

制作者：不明 

寄贈者：「田中芳男の胸像制作等を願う市民会議」（飯田市の市民有志：2008年） 

除幕式：2016年 8月 29 日、没後 100 年記念 

設置経緯：田中芳男（1838年 9月 27日－1916 年 6月 22日）は、信濃国伊那郡飯田城下の

中荒町（現在の長野県飯田市中央通り）に旗本千村氏の典医を務める医師田中隆三の三男

として生まれた。 

本像の説明書には、以下の記載がある。 

日本の博物館の父 田中芳男（1838-1916） 

信州飯田（現長野県飯田市）出身の官僚、植物学者、博物学者。医師の父などから学問を

学び、名古屋に出て尾張本草学の中心人物伊藤圭介の門人となる。伊藤の幕府出役に伴い

江戸へ上京、蕃書調所物産方手伝となり、その後仏国万国博覧会（パリ万博）へ出品品を

携え参加し、日本を世界へ広く紹介した。 

明治政府の元では、澳国万国博覧会（ウイーン万博）や米国万国博覧会（フィラデルフィア

万博）、数多くの国内博覧会や共進会に事務官や審査官として携わり、博覧会の成果であ

る博物館の創設に貢献した。また、農林水産業の団体設立などに関与して産業育成に貢献

し、近代日本の発展に多大な功績を残した。 
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当館は、明治 10（1877）年設立の文部省の教育博物館を源流としており、文部省博物局に

所属した田中は当館の設立者ともいえる人物である。平成 20年に「田中芳男の胸像製作等

を願う市民会議」より本像の寄贈を受け、」ここに広く彼の業績を紹介するものである。 

平成 28 年 9月吉日 国立科学博物館 

 

 

 

図６．上：国立科学博物館のクラウドファンディング、本図は、６）のサイト/lよ

り借用。下：国立科学博物館に展示された恐竜の化石。 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230822/k10014170571000.html
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図６上に示すように、国立科学博物館は本年 8月クラファンを実施した。NHK 

（６）のサイト/l）は次のように報道している。 

国立科学博物館は、8 月 7日、光熱費の高騰などを受けて国内最大規模の動植物の標本や化

石などのコレクションを収集・保管する資金が危機的な状況にあるとして、クラウドファ

ンディングを開始しました。開始したその日に目標額の 1億円を達成すると、その後も

次々と支援が集まり、2週間余りたった 22日現在で、4万人を超える人から目標額の 7倍

となる 7億円を超える資金が寄せられています。このため国立科学博物館は「標本などの

収集や保管が当面の間支障なく遂行できるようになった」として、目標を超えて集まった

資金の一部を国内にあるほかの科学系の博物館などの支援に活用する方針を発表しまし

た。 

 なお、図６下は本館に展示されている恐竜（トリケラトプス）の化石である。 

 

（４）東京文化会館の安井誠一郎像 

 東京文化会館の安井誠一郎像は大変有名で、１）のサイト/にも勿論収録されてい

る。しかし、このサイトには、本像の制作者、制作時期、本像の碑文などの重要情

報が記載されていない。そこで、上記の田中像探索のついでに、安井像も探索した

次第である。図７に、安井像の写真を示す。 

 

図７．東京文化会館前の安井誠一郎像 

 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20230822/k10014170571000.html
https://douzou.guidebook.jp/
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 図７に示すように、本像台座正面には題字があり、それには「安井誠一郎先生」

とあった。図８上は、本像背面の制作者サインである。それには、「西望 1966」

とあった。図８下には、台座側面にあった碑文を示す。この文面は、本像の概要欄

に記載する。 

 

 

 

図８．上：本像背面の制作者サイン、下：台座側面の碑文。 

 

 東京文化会館の概要は、ウィキペディアにつぎのように書かれている。 

東京文化会館は、東京都台東区上野公園の一角（東京都台東区上野公園 5-45）に所在する

東京都立のホール。開館は 1961年 4月。大ホール（2,303席）、小ホール（649席）の

他、リハーサル室、会議室、レストラン、音楽資料室を擁する。東京都交響楽団が本拠地
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としているホールでもある。 また、ウィーン国立歌劇場などの海外著名歌劇場が来日した

際は、必ずと言っていいほど東京文化会館で公演を行っている。東京都開都 500年祭の記

念事業として開館。東京の本格的なクラシック音楽のコンサートホールとしては初期のも

のといえる。 

 安井誠一郎氏の業績は、図８下の碑文に書かれている通りである。安井氏の略歴

はウィキペディアに書かれている。以上の資料などにより、安井像の概要は次の通

りである。 

安井誠一郎胸像 

設置場所：東京都台東区上野公園 5-45 東京文化会館前庭 

制作者：北村西望 

制作時期：1966年 5月 

設置経緯：安井誠一郎（1891－1962）は岡山県出身。第 6・8代東京都長官、初-3 代東京都

知事を歴任。本像台座の碑文には以下の記載あり。 

正三位勲一等 東京都名誉区民 安井誠一郎君 

昭和乙酉の戦災に逢い灰燼に帰した東京 今や殷賑を極め無限に膨張発展してやまない東

京 この東京を語る時 われわれは常に君を憶い出さずにはいられない 君は岡山懸の生

まれ 東京帝国大学卒業後官界に入り要職を歴任したが 終戦直後東京都長官に任じられ 

さらに昭和二十二年以来実に十二年の長きに渡って 公選知事をつとめられた 首都圏構

想の樹立 太平洋市長会議の実現 オリンピック東京大会の招致などの業績は数えきれな

いが 就中 廃墟と化した首都東京を 敗戦後の想像を絶する苦難の中で 見事復興させ

た努力と才腕と誠意とは 永えに忘れることができない いま、君が生前最後の偉業とな

った東京文化会館の一隅に この像を建て君の偉業を偲び 永く記念するは都民の心であ

る 

昭和四十一年五月 東京都知事 東龍太郎撰並書 
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